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年戦争、ばら戦争、十字軍遠征、日本の例を挙げると、源平が争った治承・寿永の乱、承久の乱、南
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主体の主要手段 軍事力 軍事力 貿易  






















































































































・ケント・ギルバート、西村幸祐『日本の自立 戦後 70年、「日米安保法制」に未来はあるのか？』 
 イースト・プレス 2015 
・池上彰、佐藤優『新・戦争論 僕らのインテリジェンスの磨き方』文芸春秋 2014 
申請先学部 法学部 
採択番号  No.2 
・手嶋龍一、佐藤優『賢者の戦略』新潮社 2014 
・手嶋龍一 佐藤優『知の武装：救国のインテリジェンス』新潮社 2013 
・金平茂紀、鳩山由紀夫、孫崎亨『「戦争の出来る国」ではなく「世界平和の要の国」へ』 









 有斐閣 2015 
・モーゲンソー『国際政治―権力と平和』岩波文庫 2013 
・石津朋之、永末聡、塚本勝也『戦略原論』日本経済新聞出版社 2010 
・ケネス・ウォルツ『人間・国家・戦争：国際政治の 3つのイメージ』頸草書房 2013 
・マイケル・ウォルツァー『正しい戦争と不正な戦争』風光社 2008 
・松元雅和『平和主義とは何か―戦争哲学で考える戦争と平和』中央公論新社 2013 
・土山寶男『安全保障の国際政治学―焦りと傲り』有斐閣 2004 
・吉川元『国際安全保障論』有斐閣 2007 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
